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	Q１．そもそも、どうして健康診断を受けないといけないの？
	Q２．健診を受けると、何がわかるの？
	Q３．健診結果にある、就業区分ってなに？
	Ａ．JTBの安全衛生規定に則って産業医が判定しているものです。
	多くの方はG0（就業制限なし）に該当しますが、健診結果の数値によっては就業
	制限（G1以上）がつく方がいます。また、判定保留（GC）となる方もいます。
	健診受診後に判定を行い社員の健康保持のために必要な就業上の措置がある場合は、産業医が付与しています。健診結果の通知がメールで来た場合は、必ず項目の判定だけでなく、就業区分も確認しましょう。
	◎G1判定とは：「時間外勤務は月４５時間を超えない範囲に留めてください（管理監督者も就業制限の対象）。指定業務の適否については産業医の意見を確認してください。」※その他、就業区分等については健康管理システムで確認を。
	就業区分は、直近の健診結果を基準として判定されています。健診の受診が遅くなると、前年度の就業区分のままとなってしまいます。必ず1年以内毎に健診を受診し、早めに就業区分を確定させましょう。

	Q４．ちなみに、就業制限のある人ってどのくらいいるの？
	Ａ．JTBグループ全社では、G1判定は5.0％でした。(23/3/31時点)
	20人に1人は就業制限がある、ということに驚く方もおられるのではないでしょうか。
	会社によって年齢層や人数が異なるため、多少の増減があります。また、上記の就業制限には、
	復職後に就業制限をかけている方を含むため、単純に健診結果のみの数値ではないので、注意が
	必要です。
	G1判定は、D判定（要治療）の中でもさらに数値が悪い人に対して付与されます。適切な治療や生活改善で就業制限が外れG０判定になることが可能です。改善した際は、ご自身の管轄の健康増進センターへデータを送付ください。産業医が再判定し、就業制限を解除できることがあります。放置せず、是非ともG0判定を目指しましょう。
	※検査の基準値・改善方法・就業区分等については、健康管理システムから確認可能です
	◎健康管理システム　https://jtb-group-web.ais-healthcare.jp/kenko/pages/PageLogin.aspx　からログインし、照会機能 ＞ 健診結果情報照会 ＞ 健診結果照会から【虫眼鏡マーク　　】をクリック

	Q５．健診結果で面談対象といわれました・・・
	Ａ．生活の振り返り・見直しについて面談を実施しています。
	健診結果の保健指導区分にH1a・H1bがある方には、生活習慣の見直しに
	ついて、H3aの方には、受診勧奨・通院状況の確認・就業制限についてお話
	させていただきます。
	また、飲酒・喫煙・問診での体の不調などについて、お声かけさせていただくこともあります。
	皆さんが事故なく安全に、そして健康的に過ごすため、日程調整等のご協力お願いします。
	面談対象でない方以外でも体のことや気になる症状がある場合は、各地域の健康増進センターに
	お気軽にご相談ください。


